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寒風が吹く中、160人が結集し、
春闘方針を意思統一

労働者の処遇改善めざし、
各構成組織から55人が参加 各構成組織から100人が参加

相談ダイヤル利用を宣伝

 

２
０
１
４
春
闘
本
格
ス
タ
ー
ト

中
小
共
闘
方
針
を
共
有
化

３
月
ヤ
マ
場
へ
総
力
あ
げ
て

格
差
是
正
、底
上
げ
求
め

格
差
是
正
、底
上
げ
求
め

労働
相談ダイヤルで街宣

要
求
書
提
出
と
労
使
交
渉
を

　

２
月
15
日
〜
16
日
の
２
日

間
、
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
徳
島

　

２
月
20
日
、
労
働
福
祉
会
館

別
館
で
２
０
１
４
春
季
生
活
闘

争
第
２
回
徳
島
県
共
闘
会
議
総

会
が
開
か
れ
、
各
構
成
組
織
か

ら
１
０
０
人
が
参
加
し
、
春
闘

勝
利
に
向
け
気
勢
を
上
げ
た
。

  

主
催
者
を
代
表
し
河
村
議
長

は
、「
今
春
闘
は
徹
底
し
て
月
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例
賃
金
に
拘
り
、
後
に
続
く
地

場
中
小
労
組
や
公
務
員
労
組
の

期
待
に
応
え
る
闘
争
に
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
中
小
組
合
の

交
渉
が
本
格
化
す
る
の
は
、
例

年
４
月
以
降
で
あ
る
が
消
費
増

税
に
よ
り
景
気
の
腰
折
れ
が
懸

念
さ
れ
、
労
使
交
渉
に
支
障
を

来
す
恐
れ
も
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も
全
て
の
労
組
が
３
月
を
ヤ

マ
場
と
し
３
月
末
決
着
に
向
け

て
回
答
が
引
き
出
せ
る
よ
う
総

力
を
あ
げ
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
森
本
事
務
局
長
か

ら
、
２
０
１
４
春
闘
の
基
本
的

考
え
方
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分

の
確
保
、
低
下
し
た
賃
金
水
準

の
中
期
的
な
復
元
。格
差
是
正
、

　

２
月
４
日
、
全
国
一
斉
労

働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
開
設
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
「
な
ん

で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
周
知
す
る
街
頭
行
動
を
徳

島
駅
前
で
行
い
、
寒
風
吹
く

中
、
各
構
成
組
織
か
ら
35
人

が
参
加
。
「
解
雇
、
雇
い
止

め
ト
ラ
ブ
ル
、
連
合
な
ん
で

も
労
働
相
談
」
と
書
か
れ
た

ち
ら
し
を
道
行
く
人
に
配
布

し
、
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
利
用
を

宣
伝
し
た
。

　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
は
２
月
５

日
か
ら
７
日
の
３
日
間
行
わ

れ
、
契
約
期
間
途
中
で
の
解

雇
問
題
や
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
関
す
る
相
談
等
が
寄

せ
ら
れ
た
。

賃
金
体
系
の
歪
み
等
の
是
正
に

向
け
た
配
分
の
要
求
。
月
例
賃

金
の
引
き
上
げ
を
軸
と
す
る
闘

争
体
制
の
確
立
と
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
提
起
を
行
っ

た
後
、
河
村
議
長
の
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
総
会
を
終
了
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
連
合
本
部
総

合
労
働
局
の
曽
原
次
長
を
招
き

連
合
白
書
学
習
会
を
開
催
し
、

働
く
こ
と
を
軸
と
し
た
安
心
社

会
実
現
に
向
け
た
政
策
や
春
闘

情
勢
等
、
取
り
組
み
課
題
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

県
中
小
労
働
対
策
本
部
第
23
回

定
期
総
会
・
一
泊
研
修
会
が
開

か
れ
、
各
構
成
組
織
か
ら
55
人

が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
平

井
中
小
対
策
本
部
議
長
が
、「
今

春
闘
は
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
の
実
現
に
向
け
、
労

働
者
の
処
遇
改
善
と
全
て
の
組

合
が
要
求
書
を
提
出
す
る
取
り

組
み
を
重
点
に
展
開
し
て
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

議
事
で
は
田
北
事
務
局
長
が

活
動
経
過
報
告
、
２
０
１
４
年

度
活
動
基
本
方
針
、
会
計
予
算

を
一
括
し
て
提
案
し
、
全
体
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
一
泊
研
修
会

が
開
か
れ
、「
２
０
１
４
春
季

生
活
闘
争
の
取
り
組
み
」「
労

働
安
全
の
動
向
」「
会
社
決
算

書
の
基
本
的
な
見
方
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
平
井
議
長
が
「
２
０

１
４
春
季
生
活
闘
争
連
合
方

針
、
中
小
共
闘
方
針
が
全
体
で

共
有
化
さ
れ
、
各
労
組
が
必
ず

要
求
書
を
提
出
し
労
使
交
渉
を

行
い
、
早
い
段
階
で
の
妥
結
を

め
ざ
し
て
い
こ
う
。
加
え
て
、

経
営
側
の
決
算
書
を
常
時

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

あ
る
」
と
ま
と
め
、
２
日
間
の

日
程
を
終
了
し
た
。

　

２
０
１
４
春
闘
徳
島
県
共
闘

会
議
は
、
２
月
７
日
、
労
働
福

祉
会
館
別
館
で
２
０
１
４
春
季

生
活
闘
争
開
始
宣
言
徳
島
集

会
・
連
合
徳
島
組
織
拡
大
キ
ッ

ク
オ
フ
集
会
を
開
き
、
各
構
成

組
織
や
団
体
か
ら
１
６
０
人
が

参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
河

村
共
闘
会
議
議
長
は
、「
今
春

闘
が
こ
れ
ま
で
と
違
う
点
は
、

経
済
の
好
循
環
実
現
に
向
け
た

政
労
使
会
議
が
開
催
さ
れ
、
デ

フ
レ
か
ら
の
脱
却
や
経
済
の
好

循
環
を
形
成
す
る
た
め
の
賃
金

上
昇
に
つ
い
て
も
三
者
間
で
共

有
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
賃
金
・
労
働
条

件
を
決
定
す
る
の
は
政
府
で
は

な
く
労
使
交
渉
に
よ
っ
て
決
定

す
る
の
が
大
原
則
。
今
必
要
な

こ
と
は
、
労
働
組
合
は
説
得
力

あ
る
賃
上
げ
要
求
を
行
い
、
全

て
の
労
働
者
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
、
粘
り
強
い
交
渉
を
展
開

す
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
非
正

規
雇
用
労
働
者
が
雇
用
労
働
者

の
約
４
割
を
占
め
、
年
収
２
０

０
万
円
以
下
で
働
く
人
々
が
１

０
０
０
万
人
を
超
え
、
格
差
拡

大
が
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
。
今

春
闘
は
、
徹
底
し
て
月
例
賃
金

に
こ
だ
わ
り
、
全
て
の
働
く
者

の
底
上
げ
、格
差
是
正
を
求
め
、

そ
の
成
果
を
地
域
に
広
げ
る
取

り
組
み
が
必
要
」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
森
本
共
闘
会
議
事

務
局
長
が
２
０
１
４
春
闘
の
考

え
方
、
要
求
内
容
、
等
を
提
起

し
た
後
、大
手
部
会
、民
間
中
小
、

官
公
労
、
地
域
部
会
か
ら
た
た

か
う
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

　

最
後
に
「
労
働
運
動
の
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
が
今
、
求
め
ら
れ
て

い
る
。
労
働
組
合
な
く
し
て
、

社
会
の
安
心
な
し
」
と
し
た
集

会
ア
ピ
ー
ル
が
提
案
さ
れ
、
河

村
議
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

意
思
統
一
を
図
っ
た
。
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実現めざし実現めざし
─ 公契約条例制定に向けたセミナーin三好市─

質 の 高 い
公共サービス
質 の 高 い
公共サービス

条
例
制
定
は
労
働
界
、

経
済
界
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

条
例
制
定
は
労
働
界
、

経
済
界
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

条
例
制
定
は
労
働
界
、

経
済
界
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

─第34回部落解放・人権徳島地方研究集会──第34回部落解放・人権徳島地方研究集会──第34回部落解放・人権徳島地方研究集会─

主催者を代表し藤岡会長代行あいさつ
西部地協各構成組織等から75人が参加

連合徳島各構成組織や経営団体、行政など1800人が参加

2日目は部落解放・人権教育、社会教育と啓発、狭山・共同闘争、
企業・職域、自治体の課題、男女平等の分科会が行われた

人
権
確
立

反
差
別

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

　

連
合
徳
島
、
公
務
労
協
を
軸

に
構
成
し
て
い
る
公
契
約
条

例
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
条
例

の
制
定
を
め
ざ
す
徳
島
県
実
行

委
員
会
は
１
月
25
日
、
三
好
市

の
池
田
総
合
体
育
館
で
、
「
公

契
約
条
例
制
定
に
向
け
た
セ
ミ

ナ
ー
in
三
好
市
（
以
下
、
セ
ミ

ナ
ー
）
」
を
開
催
し
、
連
合
徳

島
西
部
地
協
各
構
成
組
織
等
か

ら
75
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
藤

岡
連
合
徳
島
会
長
代
行
は
「
公

共
工
事
の
激
減
に
よ
り
低
価
格

入
札
や
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
横
行
し

て
い
る
。
ま
た
自
治
体
業
務
を

臨
時
・
非
常
勤
労
働
者
が
担
い
、

委
託
化
で
民
間
労
働
者
が
担
う

こ
と
に
な
り
、
国
や
自
治
体
が

発
注
す
る
工
事
や
委
託
業
務
を

通
じ
て
、
不
安
定
で
低
賃
金
・

低
労
働
条
件
の
『
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
』
が
創
り
出
さ
れ
て

き
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
打
開
す

る
た
め
に
も
、
賃
金
に
つ
い
て

『
下
限
額
』
を
設
け
、
労
働
条

件
に
も
一
定
水
準
を
設
け
る
公

契
約
条
例
を
制
定
す
る
意
義
は

大
変
大
き
い
。
ま
た
条
例
制
定

は
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
に

も
繋
が
っ
て
い
く
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。　

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
神
奈
川
県

地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
の
勝

島
主
任
研
究
員
を
招
き
「
広
が

る
公
契
約
条
例
制
定
の
動
き
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
受
け
た
。

　

勝
島
主
任
研
究
員
は
、
全
国

の
公
契
約
条
例
制
定
に
向
け
た

動
向
に
つ
い
て
説
明
し
た
う
え

で
、
条
例
の
意
義
と
し
て
、
①

公
契
約
に
従
事
す
る
労
働
者
の

労
働
条
件
に
「
底
」
を
設
け
、

「
底
」
を
下
回
る
労
働
を
禁
止

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
者

相
互
間
で
の
公
正
競
争
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
。
②
自
治
体
発
注

　

第
34
回
部
落
解
放
・
人
権
徳

島
地
方
研
究
集
会
が
「
反
差

別
・
人
権
確
立
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
２
月
13
・
14
日
の
２
日
間
、

徳
島
市
で
開
催
さ
れ
、
連
合
徳

島
各
構
成
組
織
や
経
営
団
体
、

行
政
な
ど
１
８
０
０
人
が
参
加

し
た
。

　

全
体
集
会
で
は
冒
頭
、
河
村

連
合
徳
島
会
長
が
、「
狭
山
事

件
の
発
生
か
ら
50
年
が
経
過
し

た
。
１
月
31
日
の
三
者
協
議
で
、

検
察
は
２
点
の
証
拠
開
示
を
行

っ
た
も
の
の
、
番
号
の
飛
ん
で

い
る
証
拠
物
に
つ
い
て
は
開
示

に
応
じ
て
い
な
い
。
弁
護
団
は

新
証
拠
を
提
出
す
る
な
ど
、
検

察
を
追
い
込
ん
で
い
る
が
再
審

を
開
始
す
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
ま
で
も
、
足
利
事
件
、

布
川
事
件
等
の
再
審
無
罪
判
決

や
パ
ソ
コ
ン
遠
隔
操
作
事
件
を

巡
る
誤
認
逮
捕
な
ど
、
当
局
の

ず
さ
ん
な
捜
査
に
よ
る
被
害
が

多
く
発
生
し
て
い
る
。
今
こ
そ

早
急
な
『
人
権
侵
害
救
済
法
』

の
設
置
を
強
く
望
む
と
と
も
に
、

狭
山
事
件
は
部
落
差
別
が
生
ん

だ
冤
罪
事
件
で
あ
る
こ
と
を
強

く
訴
え
、
世
論
喚
起
が
必
要
で

あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
石
川
一
雄
・
早
智

子
さ
ん
か
ら
第
３
次
再
審
に
向

け
た
支
援
要
請
を
受
け
た
後
、

基
調
講
演
は
、
組
坂
部
落
解
放

同
盟
委
員
長
が
「
部
落
解
放
運

動
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て

講
演
し
、
水
平
社
博
物
館
が
水

平
社
宣
言
等
の
資
料
を
世
界
記

憶
遺
産
に
登
録
申
請
す
る
こ
と

を
紹
介
し
「
人
間
の
尊
厳
を
確

立
す
る
た
め
、
世
界
に
広
げ
る

価
値
が
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
人
権
侵
害
救
済
機
関
の
設

置
に
つ
い
て
も
触
れ
「
多
く
の

国
が
人
権
委
員
会
を
設
置
し
て

い
る
。
日
本
も
１
日
も
早
い
設

置
が
求
め
ら
れ
る
」
と
訴
え
た
。

　

記
念
講
演
で
は
元
環
境
大
臣

の
松
本
龍
さ
ん
が
「
環
境
と
人

権
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
松
本

さ
ん
は
、
自
身
の
生
い
立
ち
や

政
治
家
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
、

環
境
大
臣
と
し
て
第
10
回
生
物

多
様
性
条
約
締
結
国
会
議
の
議

長
と
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
を

防
災
と
減
災
、
人
権
と
リ
ン
ク

さ
せ
な
が
ら
説
明
を
行
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

撤
廃
に
向
け
人
権
教
育
、
男
女

平
等
な
ど
８
分
科
会
が
開
か
れ

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

の
仕
事
で
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を

つ
く
ら
な
い
。
③
公
契
約
条
例

は
２
０
０
９
年
に
成
立
し
た

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
」
を

踏
ま
え
た
も
の
。
④
賃
金
低
下

の
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
で
、

建
設
技
能
労
働
者
が
定
着
し
、

技
能
・
技
術
が
維
持
・
向
上
し

て
い
く
こ
と
に
も
な
り
、
業
界

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

⑤
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
、
質
の
高
い
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
不
可

欠
で
あ
り
、
市
民
・
住
民
生
活

の
安
心
・
安
全
を
つ
く
り
出
す

こ
と
に
も
な
る
。
等
５
点
を
挙

げ
た
。
最
後
に
「
公
契
約
条
例

は
建
設
業
界
だ
け
の
条
例
で
は

な
く
、
ど
の
業
種
で
も
良
い
。

あ
く
ま
で
も
自
治
体
の
裁
量
で

あ
っ
て
、
一
部
の
業
界
の
み
の

条
例
を
制
定
す
る
の
は
好
ま
し

く
な
い
。
高
い
理
念
を
持
ち
な

が
ら
、
地
域
経
済
発
展
に
向
け

労
働
組
合
や
業
界
は
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
」
と
ま
と
め
た
。
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